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組
合
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
記
録
的
な
高
温
少
雨
の
影
響
に
よ
り
管
内
全
域
で
水
不

足
が
顕
著
に
な
り
、
平
成
６
年
以
来
31
年
ぶ
り
と
な
る
管
内
全
域

で
の
番
水
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
方

に
は
大
変
な
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
今
期
も
無
事
に
用
水
供
給
を
果
た
し
、
出

来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
夏
の
渇
水
で
は
当
区
の
最
大
の
取
水
源
で
あ
る
御
所
ダ
ム
の

貯
水
量
が
最
低
水
位
ま
で
下
が
り
ま
し
た
が
、
北
上
川
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所
並
び
に
各
利
水
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
最
低
水
位

下
の
貯
留
水
を
放
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
最
低
限
の
取

水
制
限
で
済
み
、
農
作
物
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

異
常
気
象
の
常
態
化
に
よ
り
今
年
の
よ
う
な
渇
水
が
、
い
つ
ま

た
起
き
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
農
業
水
利
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
渇
水
時
に
お
け
る
迅
速
な
補
水
や

番
水
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
安
定
し
た
農
業
用
水
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
管
内
の
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
着
工
い
た
し
ま
し
た
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
「
雫
石
川

沿
岸
地
区
」
に
よ
る
煙
山
ダ
ム
の
改
修
整
備
を
終
え
本
年
度
を
も

っ
て
事
業
完
工
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
同
国
営
事
業
「
盛
岡
南
部
地
区
」
は
本
年
度
か
ら

鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
の
耐
震
補
強
工
事
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
令
和

９
年
度
完
工
に
向
け
順
調
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
は
矢
巾
町
地
内
の
矢
次
地
区
、
広
宮

沢
地
区
と
も
暗
渠
排
水
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に

盛
岡
市
地
内
で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
西
見
前
地
区

に
つ
い
て
は
計
画
調
査
申
請
が
な
さ
れ
現
在
調
査
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
力
を
合
わ

せ
早
期
の
ほ
場
整
備
事
業
採
択
に
向
け
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
で
は
25
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
目
標
で
あ
る
食
料
安
全
保
障
の
強
化
や
農
業
の
持
続
的
な

発
展
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
、
大
区
画
農
地
の
整
備
や
農
業
水

利
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
推

し
進
め
、
農
業
者
の
所
得
向
上
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

当
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
管
内
農
業
の
発
展
に
向
け
現
在

実
施
中
の
各
種
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と

も
に
、
総
代
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
適
正
な
財
政
計
画

を
策
定
し
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
適
切
な
業
務
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
も
一
年
間
に
わ
た
り
多
く
の
事
業
で
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

　
　
理 

事 

長   

髙  

橋    

隆

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
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ご
あ
い
さ
つ

盛
岡
広
域
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室

室
長
心
得　

岩  

渕  

淳  

哉

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
の
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
水
利
施
設
の
保
全
管
理
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
年
は
、
春
先
に
比
較
的
雨
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
一
転
し
て
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
と
少
雨
の
影
響
に
よ
り
渇
水
に
見
舞
わ
れ
、
農
業
用
水
の
確
保
や
用
水
調
整
に
御

苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
報
道
な
ど
に
よ
り
ま
す
と
、
作
付

面
積
の
増
加
も
あ
っ
て
昨
年
度
を
上
回
る
米
の
収
穫
量
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
う

し
て
実
り
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
皆
様
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り

尊
敬
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
、
今
年
７
月
に
、
農
業
生
産
の
増
大
や
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
、

本
県
農
業
を
強
化
す
る
た
め
策
定
し
た
「
い
わ
て
農
業
生
産
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お

い
て
、「
生
産
基
盤
の
強
化
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
に

お
い
て
、
農
地
の
大
区
画
化
等
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
別
枠
で
必
要
・
十
分
な
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
生
産
基

盤
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
基
盤
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ほ
場
整
備
の
ほ
か
、
老
朽
化
が
進
む

農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

き
め
細
か
な
整
備
が
可
能
で
あ
る
「
い
き
い
き
農
村
基
盤
整
備
事
業
」
な
ど
の
団
体

営
事
業
の
導
入
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土地改良事業の実施状況
区 分 事　　業　　名 地 区 名 事 業 量 事 業 期 間（予定）

国
営
事
業

国営施設応急対策事業
盛 岡 南 部 頭首工、揚水機場、用水路、

水管理施設補修更新　 一式 平成30年度～令和₉年度

雫 石 川 沿 岸 煙山ダム補修更新　一式 令和元年度～令和7年度

県
営
事
業

実 

施

基幹水利施設
ストックマネジメント事業

煙 山 第 三 排水路工	 L=1,305m 令和₃年度～令和₇年度

太 田 第 一 排水路工	 L=4,063m 令和₃年度～令和₈年度

農地整備事業（経営体育成型）
矢 次 区画整理	     30.5ha 令和₂年度～令和10年度

広 宮 沢 区画整理	     29.8ha 令和₄年度～令和11年度

農村地域防災減災事業 大 堤 大堤補修更新	         一式 令和₇年度～令和₉年度

調
査 農地整備事業（経営体育成型） 西 見 前 調査計画	        一式 令和₇年度～令和14年度
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◆  

提 

出 

案 

件  

◆

議
案
第
15
号　

�

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計
・
特
別
会

計
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

�

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
特
別
会
計
県
営
矢
次

地
区
土
地
改
良
事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
）

議
案
第
17
号　

�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予

算
に
つ
い
て      

議
案
第
18
号　

�

令
和
７
度
特
別
会
計
県
営
矢
次
地
区
土
地
改
良
事

業
収
入
支
出
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

�

令
和
７
年
度
特
別
会
計
県
営
広
宮
沢
地
区
土
地
改

良
事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
５
日
午
後
２
時
よ
り
本
土
地
改
良
区
会
議
室
に

お
い
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
は
総
代
現
員

数
６４
名
中
５９
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
、
議
長
に
畠
山
耕
一
総

代
（
矢
巾
町
徳
田
地
区
）
を
選
出
し
、
提
出
議
案
５
案
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■ 一般会計決算

採決の様子

令
和
６
年
度
決
算
の
承
認
な
ど
全
５
案
件
可
決

　令和６年度の一般会計及び特別会計の決算が、９月５日開催の臨時総代会で承認されました。
　一般会計の収入総額は14億968万円、支出総額は13億9,751万円となり、翌年の繰越金は1,216万円となりました。

　令
和
７
年
４
月
２
日
、第
三
区
選
挙
区
（
飯
岡
地
区
）

の
総
代
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
無
投
票
に
よ
り

三
上
修
善
さ
ん（
盛
岡
市
羽
場
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　任
期
は
令
和
９
年
６
月
20
日
ま
で
で
す
。

新
総
代
の
紹
介

新
総
代
の
紹
介

臨
時
総
代
会
開
催

臨
時
総
代
会
開
催

臨
時
総
代
会
開
催

臨
時
総
代
会
開
催

●収入
項　　　目 決算額

土 地 改 良 事 業 収 入 245,988,947 
附 帯 事 業 収 入 27,753,231 
基 本 財 産・ 特 定 資 産 運 用 収 入 721,346 
補 助 金・交 付 金 等 収 入 91,939,755 
業 務 受 託 料 収 入 38,301,000 
雑 収 入 2,307,369 
基 本 財 産・ 特 定 資 産 取 崩 収 入 78,770,691 
積 立 金 910,562,623 
固 定 資 産 売 却 収 入 654,450 
他 会 計 繰 入 金 184,000 
繰 越 金 12,503,668 

計 1,409,687,080 

項　　　目 決算額
土 地 改 良 事 業 費 支 出 230,204,779 
附 帯 事 業 費 支 出 2,347,660 
一 般 管 理 費 支 出 132,596,900 
土 地 改 良 事 業 負 担 金 支 出 16,000,100 
借 入 金 返 済 支 出 13,041,520 
支 払 利 息 439,510 
固 定 資 産 取 得 支 出 2,530,000 
基 本 財 産・ 特 定 資 産 積 立 支 出 89,711,849 
積 立 金 910,562,623 
雑 支 出 83,320 
予 備 費 0 

計 1,397,518,261 

●支出

一般会計繰越額  　　12,168,819円

単位：円 単位：円
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■貸借対照表
科　　　　　　目 金　　額

Ⅰ資産の部
１　流動資産

現金及び預金 51,964,106
未収賦課金等 2,004,720
短期未収金 104,372,660

　流動資産合計 158,341,486
２　固定資産
（1）基本財産

山林、宅地及びその従物 107,643,355
国、県営事業費償還準備積立金 88,336,594

　基本財産合計 195,979,949
（2）特定資産

所有土地改良施設 1,962,881,641
受託土地改良施設使用収益権 235,202,450
財政調整基金積立金 243,865,948
各事業地区維持管理費積立金 85,140,912
農地転用等決済金積立金 367,398,886
維持管理補償費積立金 76,033,069
職員退職死亡給与基金積立金 77,370,341
事務所建物等修繕費積立金 2,000,000

　特定資産合計 3,049,893,247
（3）その他固定資産

建物及び備品等 166,868,070
ソフトウェア 2,027,000
適正化事業拠出金 3,954,000
長期未収賦課金等 1,474,630
有価証券及び出資金 5,508,956

　その他固定資産合計 179,832,656
　固定資産合計 3,425,705,852

３　繰延資産 0
資 産 合 計 3,584,047,338

科　　　　　　目 金　　額
Ⅱ負債の部
１　流動負債

未払金 99,294,136
預り金 510,836
適正化事業拠出金短期未払金 3,474,000

　流動負債合計 103,278,972
２　固定負債

公庫資金等長期借入金 178,856,573
適正化事業拠出金長期未払金 5,352,000
国、県営事業費償還準備積立金引当金 88,336,594
各事業地区維持管理費積立金引当金 85,140,912
農地転用等決済金積立金引当金 367,398,886
維持管理補償費積立金引当金 76,033,069
職員退職死亡給与基金積立金引当金 77,370,341
事務所建物等修繕費積立金引当金 2,000,000

固定負債合計 880,488,375
負 債 合 計 983,767,347

Ⅲ正味財産の部
１　指定正味財産 0
２　一般正味財産 2,600,279,991

正 味 財 産 合 計 2,600,279,991
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 3,584,047,338

単位：円

単位：円
会　　　計 収　　　入 支　　　出 次 期 繰 越 収 支 差 額

一 般 会 計 1,409,687,080 1,397,518,261 12,168,819
特 別 会 計 県 営 矢 次 地 区 38,584,588 38,076,308 508,280
特別会計県営広宮沢地区 22,241,897 22,034,014 207,883
内 部 取 引 消 去 184,000 184,000 0

計 1,470,329,565 1,457,444,583 12,884,982

■収支決算総括表

単位：円
科　　　　　　目 一般会計 特別会計県営矢次地区 特別会計県営広宮沢地区 内部取引消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　（1）経常収入　　　
　　　　組合費　　　 212,739,297 0 555,400 0 213,294,697
　　　　使用料　　　 22,948,551 0 0 0 22,948,551
　　　　補助金等　　　 124,608,105 774,868 0 0 125,382,973
　　　　受託料　　　 38,870,800 11,951,500 4,276,800 0 55,099,100
　　　　他会計繰入金　　　 184,000 0 0 184,000 0
　　　　利息収入　　　 865,855 0 0 0 865,855
　　　　特定資産取崩収入 33,232,897 0 0 0 33,232,897
　　　　雑収入　　　 4,497,090 0 0 0 4,497,090

　経常収入計 437,946,595 12,726,368 4,832,200 184,000 455,321,163
　　（2）経常支出　　　
　　　　事務費　　　 167,430,618 615,298 423,361 0 168,469,277
　　　　土地改良事業　　　 191,392,941 11,848,900 4,195,400 0 207,437,241
　　　　負担金等　　　 17,283,500 25,434,642 17,300,000 0 60,018,142
　　　　他会計繰出金　　　 0 102,600 81,400 184,000 0
　　　　特定資産積立支出 51,458,152 0 0 0 51,458,152
　　　　減価償却費　　　 121,467,425 0 0 0 121,467,425

　経常支出計　　　 549,032,636 38,001,440 22,000,161 184,000 608,850,237
　　当期経常増減額 △ 111,086,041 △ 25,275,072 △ 17,167,961 0 △ 153,529,074
　２　経常外増減の部
　　（1）経常外収入　　　 654,450 0 0 0 654,450
　　（2）経常外支出　　　 7,840,689 74,868 33,853 0 7,949,410
　　当期経常外増減額 △ 7,186,239 △ 74,868 △ 33,853 0 △ 7,294,960
　当期一般財産増減額 △ 118,272,280 △ 25,349,940 △ 17,201,814 0 △ 160,824,034
　一般正味財産期首残高 2,842,521,108 △ 57,707,780 △ 23,709,303 0 2,761,104,025
　一般正味財産期末残高 2,724,248,828 △ 83,057,720 △ 40,911,117 0 2,600,279,991
Ⅱ　指定正味財産増減の部
Ⅲ　正味財産期末残高 2,724,248,828 △ 83,057,720 △ 40,911,117 0 2,600,279,991

■正味財産増減計算書
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  今年は梅雨期から記録的な高温少雨が続いた影響により、管内農業用水の主要水源である御

所ダムでは貯水位が低下し、７月３１日の時点で貯水率が０％となりました。｢貯水率｣ とはダ

ムに貯められる水の容量に対し実際の貯水量の割合のことで、０％になるのは実に３６年ぶり

のことでした。

   このような非常事態を受け、御所ダムを管理する国土交通省では、緊急対応として最低水位

以下の貯留水を放流するという同ダムでは初となる ｢異常渇水補給｣ を実施いたしました。

   今回の異常渇水補給がなかった場合、番水の取水停止期間を長くするなど、さらに厳しい取

水制限を実施しなければなりませんでしたが、最低限の番水で済むことができました。

   なお、ダムの補給措置は特例的なものでもあり、関係利水者等の合意やダムの貯留水の状況

しだいでは実施できないこともありますので、引き続き農業用水の節水にご協力いただきます

とともに、今後も管内全域で水不足が見られるような場合は番水を実施することがありますの

で、その際はご理解とご協力をお願いいたします。

上流側で堆砂があらわになった御所ダム ゲート脇のバルブから放流される異常渇水補給の様子

御所ダムで異常渇水補給を実施
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　令和元年度から実施されてきました国営施設応急対策事業「雫石川沿岸地区」が令和７年度
をもって完工となります。
　本事業では地域の防災と基幹的農業水利施設として重要な役割を担いながらも経年により機
能低下していた煙山ダムの施設機能の保全と長寿命化を図るため、ダムの貯水池の堆砂除去、
ゲート施設等の更新整備に加え、ダムに流入した流木を堰き止める網

あ

場
ば

や放流警報装置の新設
が行われました。
　これにより、農業用水の安定供給と排水機能の維持はもとより、防災面においてもこれまで
以上に湛水被害の軽減が図られることになり、これからも同ダムが本地区の農業の発展と防災
減災に大きく寄与し続けるものと期待されます。

祝 国営施設応急対策事業雫石川沿岸地区完工

改修後の煙山ダム

改修前の取水ゲート

新設された網
あ

場
ば

改修後の取水ゲート

新設された機械操作盤

堆砂除去前の煙山ダム

工事概要

【主 要 工 事】	 煙山ダム（改修）一式
	� 貯水池堆砂除去、土木構造物補修、各種ゲート更新、排水ドレーン新設、網場新設、

管理事務所補修、放流警報設備新設
【事業実施期間】	 令和元年度～令和７年度
【総 事 業 費】	 15億円
【負 担 割 合】	 国66.6％、県26.6％、町（矢巾町・紫波町）6.6％、農家0.2％
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８
月
３０
日
に
盛
岡
市
猪
去
の
鹿
妻

神
社
例
祭
に
お
い
て
令
和
４
年
に
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
「
永
井
の
大
念
仏
剣
舞
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

永
井
の
大
念
仏
剣
舞
は
盛
岡
市
永

井
地
区
で
踊
ら
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

で
あ
り
、音
頭
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
基
本
に
し
た
念
仏
歌
で
、
円
形
の

台
の
上
に
三
階
の
仏
塔
を
載
せ
た
笠

は
阿
弥
陀
堂
を
表
し
、
こ
の
大
笠
を

頭
に
被
り
、
大
き
く
振
り
な
が
ら
踊

る
笠
振
り
が
特
色
で
す
。

　

当
日
は
氏
子
総
代
並
び
に
関
係
者

約
７０
名
が
見
守
る
中
、
永
井
大
念
仏

剣
舞
保
存
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。

永
井
の
大
念
仏
剣
舞

鹿
妻
神
社
で
奉
納

大笠振りの様子

今
回
は
和
牛
繁
殖
経
営
を
中
心
に
取
り
組
む
若
手
の
組
合
員
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

菊池 広信さん
●
営
農
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
願
い
ま
す

　

水
稲
は
矢
巾
町
と
紫
波
町
で
合
わ
せ
て
25‌

ha

栽
培
し
て
お
り
、
自
宅
近
く
の
牛
舎
で
は
繁
殖

牛
の
飼
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
栽
培
の
う
ち
14‌

ha
は
う
る
ち
米
を
栽
培

し
、
残
り
の
11‌

ha
は
W
C
S
飼
料
米
（
牛
な
ど

の
家
畜
の
飼
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
栽
培

さ
れ
る
稲
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
繁
殖
牛
２３
頭
を
飼
育
し
て
お

り
、
牛
舎
に
見
守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
２４
時
間
、
牛
の
状
態
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●�

新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
、
ま
た
は
今
後
取
り

組
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

現
在
繁
殖
牛
の
粗
飼
料
は
海
外
産
を
購
入
し

て
い
ま
す
が
、
飼
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

い
ず
れ
は
自
分
で
粗
飼
料
を
作
れ
る
よ
う
考
え

て
お
り
、
今
後
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
水
不
足
が

増
え
て
お
り
、
節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
な
ど
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
な
栽
培
に
つ
い
て
情

報
収
集
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か

　

農
業
者
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
若

い
担
い
手
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
時
代

の
農
作
業
は
、
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
若

い
発
想
力
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
若
手
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●�

土
地
改
良
区
に
希
望
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

矢
巾
太
田
地
区
な
ど
の
ほ
場
整
備
事
業
完
了

か
ら
数
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、
用
排
水
路
の

老
巧
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
適
切
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
地
域

の
農
業
農
村
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

矢
巾
町
太
田
地
内
で
20
年
以
上
繁
殖
牛
を
飼
育
な
が

ら
、
水
稲
栽
培
も
経
営
し
て
い
る
菊
池
さ
ん
。

　

母
牛
の
健
康
維
持
や
分
娩
対
応
、
子
牛
の
哺
育
管
理

な
ど
3
6
5
日
休
み
な
く
世
話
を
し
、
安
全
な
繁
殖
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
担
い
手
不
足
の
時
代
で
す
が
、「
農
業
に
魅
力

を
持
っ
て
も
ら
え
る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と
願
い
、

若
手
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
経
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
農
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　
　
　 

　
　
　   

矢
巾
町
太
田
　
菊
池
　
広
信
さ
ん
（
47
） 

牛舎の様子
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県民参加の森林づくり促進事業県民参加の森林づくり促進事業
　

雫
石
町
鴬
宿
地
内
の
当
土
地
改
良
区
が
所
有
管
理
す
る
水
源
涵
養
林
（
２
３
３
ha
）

に
お
い
て
、
恒
例
の
枝
打
体
験
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１７
日
に
開
催
し
た
枝
打
体
験
学
習
会
に
は
矢
巾
町
立
徳
田
小
学
校
の
４
年
生

児
童
と
関
係
者
合
せ
て
約
５０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
初
め
て
使
う
高
枝
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
作
業
で
苦
労
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
い
き
森
林
内
は
日
差
し
が
入
り
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

枝
打
体
験
の
後
は
鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
を
見
学
し
、
森
林
と
農
業
用
水
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１０
月
１８
日
、
１９
日
に
わ
た
り
矢
巾
町
役
場
特
設
会
場
等

で
開
催
さ
れ
た
矢
巾
町
秋
ま
つ
り
（
農
業
祭
）
に
お
い
て
、

木
材
を
使
っ
た
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
水
源
涵
養
林
P
R
パ
ネ
ル
の
展
示
の
ほ
か
、
木

材
を
使
用
し
た
季
節
の
ミ
ニ
ツ
リ
ー
製
作
体
験
を
行
い
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
約
３
０
０
名
が
木
材
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
お
も
い
お
も
い
の
作
品
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

枝
打
体
験
学
習
会

矢
巾
町
秋
ま
つ
り

当土地改良区では「いわての森林づくり県民税」を活用した本事業
により、体験学習会や施設見学の開催、各種イベントへの出展を行
い森林の公益的機能・森林整備の必要性・森林と農業との関わり等
を学び活かす活動を行っています。
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賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！

組合員の変更

◎農地の移動
　（売買・賃貸借・交換等）
◎農業者年金等による経営移譲
◎贈与または相続による名義
　変更
◎住所の変更
◎振替口座等の変更

農地の転用 土地改良施設等の使用
◎雨水排水や合併浄化槽処理
　水の放流
◎土地改良施設用地を出入口
　等に他目的使用
※土地改良施設等の使用の際は土地
改良区の規定により使用料を納付
していただくこととなります。

◎田んぼを宅地等に転用
　（畑（３号地）地域も同様）
◎公共用地（道路等）買収に
　よる転用
◎土地区画整理事業による
　転用
※農地転用の際は土地改良区の
規定により、転用土地に対し
決済金を納付していただくこ
ととなります。

こんな時は必ず届け出をお願いします。

上記の手続き方法等については、当土地改良区まで問い合わせ下さい。
ＴＥＬ０１９－６５６－４４８８　ＦＡＸ０１９－６３５－４６６４

第１期納期限：令和７年５月７日　第２期納期限：令和７年１2月８日
令和７年度 賦課金

本年度賦課金納期限は上記のとおりです。納期限から1ヶ月を過ぎると年7.3％の延滞金
が加算され、納入が遅れるほど延滞金額が多くなり余計な出費となりますので、早めの
納入をお願いします。

○岩手中央農協ほか全国の都市銀行、地方銀行、ゆうちょ銀行及び信用金庫などすべて
の民間金融機関で賦課金の口座振替をご利用できます。
新たに口座振替をご利用になりたい方は、当区総務課までお問い合わせください。
○口座振替にすると次の利点があります。
　　①賦課金納入のために土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
　　②納入忘れが防げます。
○口座振替の手続きには時間がかかりますので、申込みは早めにお願いします。
○すでに口座振替をご利用の方は、納期前に必ず残高の確認をお願いします。

賦課金の納入は便利な口座振替で !

　これまで賦課金の納入に口座振替をご利用された方には毎年１月に領収書をお送りしておりました
が、経費節減や省資源化のため、令和５年度振替分から廃止させていただくことになりました。
　なお、領収書の送付を希望される方は個別に対応させていただきますので、お手数ですが当土地改
良区までご連絡ください。

賦課金口座振替領収書送付の廃止について



 

地球温暖化が一因と見られる極端な気象現象が毎年のように発

生しており、今後も夏場の少雨による渇水があり得るほか、米価高

騰に伴う水田作付面積の増加により用水需要がこれまで以上に高

まることが考えられます。 

水不足が続くような中で自己中心的な「掛け流し」や「麦転作後の

水張り」をされますと、下流側（パイプラインほ場では上流側）の水田

に水が届かなくなります。 

限りある水をできる限り公平に供給するには、日頃から皆さま方

のご理解とご協力が不可欠です。 

  必要以上な取水については慎んでいただき、大切な水を皆さま

で有効に使えるようご協力をお願いいたします。 
 

【今年の管内の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

渇水時に水張りしていた転作田              枯死のおそれがあった水田 

 

 

 

 

◇ お問い合わせ先 ◇ 

鹿妻穴堰土地改良区 事業課  019-656-4488 

出穂期など水が重要な時期にかけ流しを見つけた場合、水口又は給水栓を閉め

させていただきます。また、今年のような渇水傾向の中で過剰な取水が繰り返され

る場合は路線全体の用水を停止する対応をとらせていただくこともあります。 




